



































































































































































































































	表紙
	序文
	第1章調査の目的と方法
	1・1調査の目的
	1・2調査方法

	第2章調査結果
	2・1北海道の特徴
	2・1・1気象
	1)気温及び暖房負荷
	2)積雪及び降水量
	3)日射量
	4)風力

	2・1・2資源
	1)石炭
	2)未利用固体燃料
	3)バイオマス資源
	(1)森林資源
	(2)農産資源
	(3)海洋資源
	(4)その他のバイオマス資源
	ⅰ)炭化水素植物
	ⅱ)畜産廃棄物


	4)地熱
	(1)地熱の賦存
	(2)深層熱水

	5)地下水
	(1)地下水の賦存状態及び賦存量
	(2)地下水利用
	ⅰ）利用の現状
	ⅱ）水位変化
	ⅲ）水質及び水温
	ⅳ）ヒートポンプ熱源




	2・2暖房の現状
	1)海外の動向
	2)国内の動向
	(1)北海道における暖房の現状
	ⅰ)暖房の方法
	ⅱ)地域暖房

	(2)最近の傾向


	2・3非石油系燃料の可能性
	2・3・1燃料
	1）天然固体燃料
	(1)石炭
	(2)選炭スラッジ
	(3)炭鉱ズリ

	2)改質固体燃料
	(1)練炭及び豆炭
	(2)コークス
	(3)バイオコール

	3)木質系燃料
	(1)木炭
	(2)木質成型燃料
	ⅰ)製材廃棄物の成型燃料化
	ⅱ)未利用林産業資源からの成型燃料


	4)その他の固体燃料
	(1)都市ごみ
	(2)建設廃木材
	(3)含炭汚泥ケーキ
	(4)泥炭

	5)スラリー燃料
	(1)ＣＯＭ（Ｃｏａｌ　Ｏｉｌ　Ｍｉｘｔｕｒｅ）
	(2)ＣＷＭ（Ｃｏａｌ　Ｗａｔｅｒ　Ｍｉｘｔｕｒｅ）
	(3)ＣＭＭ（Ｃｏａｌ　Ｍｅｔｈａｎｏｌ　Ｍｉｘｔｕｒｅ）

	6)その他のガス燃料
	(1)炭鉱ガス
	(2)石炭乾留ガス等
	(3)メタン発酵ガス
	(4)都市ごみの熱分解ガス
	(5)木質系廃棄物のガス化


	2・3・2暖房用燃焼設備
	1)ストーブ
	2)暖房用ボイラー

	2・3・3代替の可能性
	1)代替の必要条件
	(1)燃料
	(2)燃焼設備
	(3)ヨーロッパにおける固体燃料と燃焼器の規格

	2)可能性
	(1)小規模用燃料
	(2)中・大規模用燃料



	2・4建築構造物の省エネルギー
	2・4・1断熱
	1)住宅の断熱構造化
	(1)断熱性
	(2)断熱建材の種類と特徴
	(3)断熱工法
	ⅰ)断熱工法の動向
	ⅱ）外断熱


	2)断熱化の課題

	2・4・2廃熱回収
	1)建築物の廃熱
	2)空気系の低温廃熱回収
	(1)ローター式
	(2)透過式

	3)熱回収ヒートポンプ
	(1)セントラル方式
	(2)ユニット方式

	4)ボイラー廃熱

	2・4・3蓄熱
	1)水蓄熱
	2)個体蓄熱
	3)潜熱蓄熱
	4)化学蓄熱
	5)長期蓄熱

	2・4・4暖房
	1)建物の省エネルギー
	2)ストーブ暖房
	3)ペチカ及びオンドル暖房
	4)床暖房
	5)セントラルヒーティング
	6)太陽熱

	2・4・5換気
	1)防湿
	2)湿度調節
	3)熱交換換気
	4)炭酸ガス制御


	2・5暖房のシステム化による省エネルギー
	2・5・1暖房システムの合理化
	2・5・2補助熱源
	1)ヒートポンプ
	2)太陽熱

	2・5・3ヒートポンプ及び太陽熱を利用した寒冷地向け暖房
	2・5・4地域暖房の熱源
	1)地熱
	2)ごみ焼却

	2・5・5地域暖房の事例

	2・6モデルケース
	2・6・1省エネルギー型個人住宅
	1)現状の北海道内寒地住宅の性能
	2)今後の寒地住宅の性能と課題
	(1)断熱材
	(2)開口部
	(3)換気
	(4)暖房
	(5)建築費


	2・6・2省エネルギー型ビル
	2・6・3現状における省エネルギー型建築物の事例
	1)省エネルギー型個人住宅
	2)省エネルギー型ビル



	第3章開発すべき暖房システムへの提言
	3・1開発すべき技術課題
	3・2提言
	3・2・1省エネルギー
	1)暖房負荷の軽減
	(1)高断熱化
	(2)廃熱利用
	(3)暖房法

	2)他の熱源の有効利用
	(1)ヒートポンプ
	(2)太陽熱
	(3)地熱
	(4)燃料電池


	3・2・2燃料の多様化
	1)石炭系燃料
	2)木質系燃料
	3)石油系燃料

	3・2・3その他
	1)蓄熱
	2)観測システム

	3・2・4開発体制


	第4章むすび
	奥付

